
微 積 分 演 習   数 式 に お け る 積 分 
 

 

１． 次の定積分の値を求めよ。 

(1) ∫ 𝑥(𝜋 − 𝑥) sin 𝑥 𝑑𝑥
𝜋

0

 (2) 
∫ 𝑥𝑛(𝜋 − 𝑥)𝑛 cos 𝑥 𝑑𝑥

𝜋

0

  

 

(𝑛は自然数)      

（湘南工科大） 

 

２．(1) −𝜋 < 𝑥 < 𝜋 とする。このときtan
𝑥

2
= 𝑡 とおくと、sin 𝑥 =

2𝑡

1+𝑡2  , cos 𝑥 =
1−𝑡2

1+𝑡2  ,
𝑑𝑥

𝑑𝑡
=

2

1+𝑡2 

となることを示せ。 

(2) 不定積分 ∫
1

sin 𝑥
𝑑𝑥 を計算せよ。 

(3) ∫
sin2𝑥

sin 𝑥+cos 𝑥
𝑑𝑥 

5

12
𝜋

1

12
𝜋

の値を求めよ。 

（北見工大） 

 

３．(1) 次の不定積分を計算せよ。 

(a) ∫ cos2𝑥  𝑑𝑥 (b) ∫ sin 𝑥 cos 𝑥  𝑑𝑥 (c) ∫ 𝑥 cos 𝑥  𝑑𝑥 

   (2) 積分 𝐼 = ∫ (|𝑥| − 𝑎 cos 𝑥)2 𝑑𝑥
𝜋

−𝜋
 を最小にするように a の値を求めよ。 

（成蹊大・工） 

 

４．𝑓𝑛(𝑥) = ∑
sin 𝑘𝑥

√𝑘(𝑘+1)
 𝑛

𝑘=1 とするとき、𝑆𝑛(𝑥) = ∫ {𝑓𝑛(𝑥)}2 𝑑𝑥 
2𝜋

0
を計算し、lim

𝑛→∞
𝑆𝑛 の値を求めよ。 

（九州歯科大） 

 

５．自然数 m , n に対して、𝐼𝑚 ,𝑛 = ∫ 𝑥𝑚−1(1 − 𝑥)𝑛−1 𝑑𝑥 
1

0
を考える。 

   (1) 𝐼𝑚 ,1 を求めよ。 

   (2) 𝐼𝑚 ,𝑛+1 を 𝐼𝑚+1 ,𝑛 を用いて表せ。 

   (3) 𝐼𝑚 ,𝑛 を求めよ。 

（東京工科大） 

 

 

 

 



６．連続な関数 𝑓(𝑥) が条件 

 (ⅰ) すべての x に対して 𝑓(𝑥 + 1) = 𝑓(𝑥) 

  (ⅱ) 𝑦 = 𝑓(𝑥) のグラフは直線 𝑥 =
1

2
 に関して対称 

を満たしているとする。 

(1) 𝑡 = 1 − 𝑥 とおいて ∫ 𝑥𝑓(𝑥) 𝑑𝑥
1

0
 を置換積分することにより、 

∫ 𝑓(𝑥)
1

0
 𝑑𝑥 = 2 ∫ 𝑥𝑓(𝑥) 𝑑𝑥

1

0
 となることを証明せよ。 

(2) 𝑓(𝑥 + 𝑘) = 𝑓(𝑥)  (𝑘 = 1 , 2 , 3 , ⋯ ) となることを証明せよ。 

(3) ∫ 𝑥𝑓(𝑥) 𝑑𝑥 = (2𝑘 − 1) ∫ 𝑥𝑓(𝑥) 𝑑𝑥  (𝑘 = 1 , 2 , 3 , ⋯ ) 
1

0

𝑘

𝑘−1
となることを証明せよ。 

(4) ∫ 𝑥𝑓(𝑥) 𝑑𝑥 = 𝑘2 ∫ 𝑥𝑓(𝑥) 𝑑𝑥  (𝑘 = 1 , 2 , 3 , ⋯ ) 
1

0

𝑘

0
となることを証明せよ。 

(5) ∫ 𝑥|sin 𝜋𝑥| 𝑑𝑥 (𝑘 = 1 , 2 , 3 , ⋯ )  
𝑘

0
を求めよ。 

（富山大・医） 

 

７．連続な関数 𝑓(𝑥) に対して、𝑔(𝑥) = ∫ 𝑓(𝑡)(𝑥 − 𝑡)2 𝑑𝑡 
𝑥

0
とおく。 

   (1) 𝑔(𝑥) の第 3 次導関数 𝑔′′′(𝑥) を 𝑓(𝑥) で表せ。 

   (2) 𝑓(𝑥) = |𝑥| のときの 𝑔(𝑥) を求めよ。 

（愛知工大） 

 

８．t の関数 𝑓(𝑡) を、𝑓(𝑡) = ∫ |sin 𝑥 − 𝑡| 𝑑𝑥 
𝜋

0
で定める。 

   (1) 𝑡 = sin 𝜃  (0 ≦ 𝜃 ≦
𝜋

2
) のとき、𝑓(𝑡) をθの関数として表せ。 

   (2) t が実数全体を動くとき、𝑓(𝑡) の最小値を求めよ。 

（茨城大） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



解答 

１．(1) 4   (2) 0 

２．(1) 略  (2) log |tan
𝑥

2
| + 𝐶    (3) 

log 3

2√2
 

３．(1) (a) 
𝑥

2
+

sin 2𝑥

4
+ 𝐶    (b) −

cos 2𝑥

4
+ 𝐶    (c) 𝑥 sin 𝑥 + cos 𝑥 + 𝐶   (2) 𝑎 = −

4

𝜋
 

４．𝑆𝑛 = 𝜋 (1 −
1

𝑛+1
)  , lim

𝑛→∞
𝑆𝑛 = 𝜋 

５．(1) 
1

𝑚
     (2) 

𝑛

𝑚
𝐼𝑚+1 ,𝑛     (3) 

(𝑛−1)!(𝑚−1)!

(𝑚+𝑛−1)!
 

６．(1)～(4) 略  (5) 
𝑘2

𝜋
 

７．(1) 𝑔′′′(𝑥) = 2𝑓(𝑥)    (2) 𝑔(𝑥) = {

𝑥4

12
  (𝑥 ≧ 0)

−
𝑥4

12
 (𝑥 < 0) 

 

８．(1) 4𝜃 𝑠𝑖𝑛 𝜃 + 4 𝑐𝑜𝑠 𝜃 − 𝜋 𝑠𝑖𝑛 𝜃 − 2    (2) 𝑔 (
𝜋

4
) = 2√2 − 2 

 


